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一　般　演　題
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

53. GSO-PET の初期使用経験

甲斐田勇人　　石橋　正敏　　馬場　健吉
森田誠一郎　　早渕　尚文 （久留米大・放）

2002 年 4 月に 18F-Fluorodeoxyglucose (FDG) の 12

疾患への保険適応が認められた．PET 装置の急速な

普及と同時に PET の高性能化が進んでいる．従来は
BGO (Bi4Ge3O12)-PET が主力であったが，近年の技術
革新で次世代 PET の LSO (Lu2SiO5: Ce)-PET と GSO

(Gd2SiO5: Ce)-PET が登場した．GSO-PET の検出器を
構成する GSO 結晶は蛍光出力の均一性やエネルギー
分解能に優れ，従来の結晶に比べ結晶の基本特性の

バランスにおいても優れている．吸収補正の精度も
非常に高く，従来の PET 装置より病巣の検出力は優
れていると考えられている．わが国では高性能 PET

として昨年導入されたばかりであり，保有している

施設は非常に少ない．当大学は今年 1 月より GSO-

PET が稼働を開始したばかりであるが，その初期使
用経験に関して報告する．

54. PET がん検診で発見された弾性線維腫

田邉　博昭　　陣之内正史
（厚地記念クリニック）

中條　政敬 （鹿児島大・放）

FDG は悪性の病変に集積することが知られている
が，良性腫瘍にも軽度の集積を示す場合がある．今

回われわれは FDG-PET がん検診において軽度の集積
が見られた弾性線維腫の症例を経験したので報告す
る．呈示する症例は 72 歳の女性で，以前より両肩に

痛みを自覚していた．FDG-PET では両肩ならびに上
背部外側に左右対称性に，合計 4 か所の異常集積が見
られた．CT では前鋸筋，広背筋と肋骨の間に脂肪成

分を含む軟部濃度の腫瘤を認め，弾性線維腫と診断
した．FDG-PET の軟部腫瘤については肉腫を主に報
告がなされているが良性腫瘍への報告は少なく，調

べた範囲では弾性線維腫への報告例はみられなかっ

た．悪性腫瘍と間違えないよう注意すべき所見と考

えられた．

55. FDG-PET にて膵臓癌を疑われた腫瘤形成性膵炎

の 1 例

白石　慎哉　　冨口　静二　　山下　康行

（熊本大・放）
魚住　秀昭 （魚住クリニック）
渡辺すぎ子 （熊本地域医療セ）

［緒言］ FDG-PET にて膵臓癌を疑われた腫瘤形成性
膵炎の 1 例を経験したので報告する．［症例］ 75 歳男

性，平成 15 年 5 月，慢性膵炎急性増悪と診断され，
CT にて膵尾部腫大を指摘される．10 月 US， CT，
MRI にて膵体部に 2 cm 大の腫瘤を指摘され，腫瘍
マーカー DUPAN-2， Span-1 高値であった．良悪性の

診断目的にて FDG-PET が施行された．膵体部腫瘤に
一致して高集積を認め，SUV 値も 5.1 (early)， 5.4

(delay) と悪性病変が示唆された．膵体尾部切除術が

施行されたが，病理組織検査にて悪性病変は指摘さ
れず，急性および慢性膵炎と診断された．［考察］ 本
症例で，膵体部腫瘤部は組織像にて膿瘍性の組織変

性壊死周囲に炎症細胞の浸潤を認め，急性炎症の所
見を示しており，FDG が高集積を示したものと考え
られた．FDG-PET による腫瘤形成性膵炎と膵癌との

鑑別の際，急性期の炎症巣がある腫瘤形成性膵炎の
場合は，鑑別が困難であることが示唆された．

56. FDG-PET 検診で認めた非特異性大腸炎の一例

吉田　　毅　　落合　礼次

（古賀病院 21 PET セ）
田中　仁人　　蒲池　正浩 （同・消化器病セ）

非特異性大腸炎への FDG 異常集積を経験したので
報告する．
症例は，39 歳女性，FDG-PET による検診目的で来

院．検査前 3 週間ほど，発熱・下痢が続いていた．
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FDG-PET 早期像にて S 状結腸～直腸に異常集積 (SUV

＝5.97) を認め，遅延像で集積は増加 (SUV＝10.10) し
た．便潜血も陽性であったため大腸病変を疑い，同
日 S 状結腸ファイバー検査を施行．観察範囲にび漫

性のアフタを認め，生検では非特異性大腸炎が考え
られた．
大腸局所に FDG 集積を認め遅延像で集積が増加し

ている場合は，通常大腸ポリープや癌の存在を疑う
が，先行する症状によっては非特異性大腸炎も鑑別
疾患に挙げる必要がある．

57. Neurosyphilis の脳 SPECT

―――――統計画像解析による評価―――――

山下　真一　　案浦　清高
（聖マリア病院・神放）

桂木　　誠 （同・RI セ）

目的：進行麻痺の脳 SPECT において，前頭側頭葉

の血流低下をきたすことは知られている．従来の視
覚的な評価のみでは客観的な評価は困難であった．
今回われわれは脳 SPECT 検査の応用である統計画像
処理 (eZIS) により進行麻痺の脳血流評価を行い，非

常に有用であったので報告する．対象：精神・身体
所見，血液・髄液の梅毒反応強陽性，髄液細胞増多
などにより進行麻痺と診断された男性 4 例を対象とし

た．結果：2 例に前頭葉，側頭葉の血流低下を認め，
2 例には帯状回付近の血流低下を認めた．4 例ともに
精神異常症状を認め，症状と脳血流低下域とが相関

している可能性が示唆された．結語：進行麻痺と診
断された 4 例の脳 SPECT について示した．画像統計
処理である eZIS にて進行麻痺における血流低下域を

視覚的に客観的に評価でき，臨床経過や治療のモニ
ターに有用と思われた．

58. 3D-SRT と 99mTc-ECD SPECT を用いたモヤモ

ヤ病における脳循環予備能の評価

馬場　真吾　　桑原　康雄　　阿部光一郎
古賀　博文　　林　　和孝　　金子恒一郎
本田　　浩 （九州大・臨放）

佐々木雅之 （同・医・保健）

［目的］ 3D-SRT を用いてモヤモヤ病の循環予備能の

低下部位を評価する．［対象］ 血管造影ないし MRA に

てモヤモヤ病と診断された小児 (15 歳未満) 25 人，成
人 (15 歳以上) 17 人，計 42 症例 (4～53 歳，平均 17.5

歳) についてアセタゾラミド負荷 99mTc-ECD SPECT を

行い，3D-SRT を用いて全脳 ROI 解析を行った．［結
果］ 42 例中 32 例においてアセタゾラミドに対する反
応性が 15% 以下の領域が認められた．反応性の低下

は小児では前頭葉内側面で最も多く見られたが，成
人では前頭前野で最も多く，海馬の反応性低下が小
児に比べ目立つ傾向にあった．また同一領域内で評

価した場合，小児では成人と比較して頭頂部に近い
ほど反応性が低下する傾向がみられた．［結語］ 小児
と成人において循環予備能低下部位の分布に違いが

存在することが示唆された．

59. 脊髄髄液漏における脳槽シンチグラフィ間接所

見の検討

森岡　丈明　　鞆田　義士　　青木　隆敏

高橋　広行　　掛田　伸吾　　興梠　征典
（産業医大・放）

大田　正流　　竹下　岩男
（九州労災病院・脳外）

塚本　良樹　　大野　正人 （同・放）

［目的］ 脳槽シンチグラフィにて脊髄髄液漏を認め

た症例について，髄液漏 (直接所見) 以外の間接所
見，および治療前後の所見の変化について検討し
た．［対象］ 2002 年 6 月から 2003 年 8 月の間に低髄

圧症候群が疑われて脳槽シンチグラフィが施行さ
れ，髄液漏が確認された 27 症例 (男性 16 例，女性 11

例) を対象とした．間接所見として，① 膀胱の早期描

出，② 脳表くも膜下腔の不描出，③ 脊髄くも膜下腔
の急速な RI クリアランス，④ Root sleeve の描出の
有無を調べた．硬膜内自家血注入療法が施行された

14 例では，治療前後での脳槽シンチグラフィ所見の
変化についても検討した．［結果］ 膀胱の早期描出は
27 例全例 (100%) で認めた．一方，脳表くも膜下腔の

不描出は 27 例中 7 例 (25.9%)， 脊髄くも膜下腔の急
速な RI クリアランスは 27 例中 2 例 (7.4%)， Root

sleeve の描出は 27 例中 5 例 (18.5%) に認めた．治療

前後の変化では，直接所見である髄液漏は 14 例中 12

例で消失した．また膀胱の早期描出がみられた 14 例
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中 12 例で膀胱への集積低下を認め，治療前に Root

sleeve が描出された 2 例ではいずれも治療後に描出を
認めなくなった．［結論］ 脊髄髄液漏症例の脳槽シン
チグラフィでは直接所見である髄液漏以外に種々の

間接所見を認めた．硬膜内自家血注入療法後に直
接・間接所見ともに改善がみられ，脳槽シンチグラ
フィは治療後の経過観察に有用と思われた．

60. 心臓用高感度コリメータを用いた心電図同期

SPECT の基礎的検討

長町　茂樹　　藤田　晴吾　　西井　龍一
二見　繁美　　田村　正三　　有田　英男

（宮崎大・放）
心臓用高感度コリメータを用いて Tc および Tl 心
電図同期 SPECT を行う際の拡張末期容積 (EDV)， 収

縮末期容積 (ESV)， および左心室駆出率 (LVEF) につ
いて，心筋動態ファントムを用いその精度を検証し
た．HD 型心筋動態ファントムに 140 kBq の Tc また

は 201Tl の水溶液を充満し，心拍数，収集時間，収集
角度，R-R 分割数を変化させパラメータの値の変化を
評価した．撮像装置は心臓用高感度コリメータを装
着した 2 検出器型ガンマカメラ E-CAM (Siemens 社

製) である．心機能解析プログラムは QGS および
4DM-SPECT を用いた．心拍数，収集時間，収集角度
の減少に伴い，EDV は －35% から －45%， ESV で

は－32% から －46% と過小評価の程度が強調され
た．LVEF は一定の範囲 (22～25%) の値を示した．R-

R 分割数は影響しなかった．QGS と 4DM-SPECT の

比較では 4DM で求めた場合に高い傾向を示した．
201Tl では Tc よりも容積を過小評価する傾向がみられ
たが LVEF は同等であった．心臓用高感度コリメータ

を用いた心電図同期 SPECT では正確な LVEF を算出
可能であるが，容積については心拍数，収集時間，
医薬品の種類が影響することが確認された．

61. 心筋 SPECT および冠動脈 CT angiography の融

合表示についての検討

中浦　　猛　　冨口　静二　　宇都宮大輔
白石　慎哉　　河中　功一　　山下　康行

（熊本大・放）
［目的］ SPECT と CT の融合画像が臨床で使用され
るようになった．しかし，心筋 SPECT と Coronary

CTA についての融合画像の報告はほとんどない．今

回，Windows 上で動く自作のソフトウェアを用いて
心筋 SPECT 像と Coronary CTA 像を数種類作成し，
その有用性を検討した．［方法］ SPECT/MDCT com-

bined system (Skylight, ADAC および Lightspeed Ultra-8

列 MDCT, GE) で，心筋 SPECT および Coronary CTA

を同一寝台で施行した．心筋 SPECT および Coronary

CTA の再構成データを DICOM format で書き出し，
Windows XP 上の Delphi を用いて作成したソフトウェ
アで融合画像を作成した．実際の画像としては，方

法 1: 体軸に対する 3 軸像および partial MIP (or MinIP),

方法 2: 左室に対する 3 軸像および partial MIP (or

MinIP)， 方法 3: volume rendering および SPECT の 3D

表示を融合したものの 3 つを作成した．また，この方
法を 5 例の臨床例 (急性心筋梗塞 1 例，陳旧性 1 例，
狭心症 3 例) に適用した．［結果］ 方法 1 は software 的

には処理が単純であり，従来の workstation でも表示
可能であるが，冠動脈病変と血流低下部位の関連を
評価するには，ほかの 2 法に比べ適さなかった．方法

2 については心臓の軸に合わせた表示のため，冠動脈
病変と血流低下部位の評価には適切と思われた．し
かし，本法では多数のスライスを比較する必要が
あった．方法 3 については処理が複雑であったが，冠

動脈病変と血流低下部の関係を評価する上では前 2 法
より適切な表示法と思われた．［結論］ 融合画像は冠
動脈と心筋を同時に表示するため虚血の責任血管の

同定が非侵襲的に評価可能であり，臨床的有用性が
高いと考えられた．

62. フリーソフトによる SPECT・PET データの 3 次

元表示と重ね合わせ画像の作成

中別府良昭　　中條　政敬 （鹿児島大・放）
陣之内正史 （厚地記念クリニック）

近年 SPECT データの surface rendering や volume

rendering といった表示方法が用いられている．特に
後者は有用であるが，古い処理装置にはソフトが含

まれていない場合が多い．近年，脳血流，心臓領域
では，パソコン上で処理ソフトが使用可能となって
きている．これらのソフト機能の組み合わせによる

脳，心臓以外の臓器データの 3D 表示を試みた．換
気・血流 SPECT データと FDG-PET (GE) の横断像
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を用いた．SPECT は 3D-SRT のデータ変換機能で

ANALYZE フォーマットに変換後，WinSPM96 の
realignment 機能を用いて位置合わせを行い，PET

データは付属の変換ソフトで ANALYZE フォーマッ

トに変換後，MRIcro を用いて 3D 表示した．現在使
用されているフリーソフトの機能の一部を組み合わ
せることにより，SPECT データの位置合わせおよび

SPECT，PET データの 3D 表示を行った．パソコンで
利用可能な脳・心臓以外の核医学データ用 3D 表示ソ
フトの開発が望まれる．

63. SPECT/CT 融合画像が有用であった消化管出血

の 1 例

貴島　小晶　　白石　慎哉　　宇都宮大輔
河中　功一　　冨口　静二　　山下　康行

（熊本大・放）
SPECT/CT 融合画像が血管造影における出血部位の

同定に有用であった消化管出血の 1 例を経験したので

報告する．症例は 75 歳，男性，9 月より汎血球減少
が進行し，骨髄異形成症候群と診断されていた症例
である．本年 10 月 12 日より，全身倦怠感，タール
便を認め，消化管出血が疑われた．上下部内視鏡検

査施行されるも出血源が不明のため，99mTc-HAS-D

による消化管出血シンチグラフィが施行された．シ
ンチグラフィ上，早期に腸管の描出が認められ，

SPECT および CT を施行した．SPECT/CT 融合画像
上，空腸の一部よりの出血が確認できた．血管造影
時，上腸間膜動脈撮像では出血部の同定ができな

かったが，空腸枝選択造影および CTA では，SPECT/

CT 融合画像で認めた部位に一致して出血部位が確認
できた．本症例において，SPECT/CT 融合画像は，血

管造影時のガイド画像として有用と考えられた．

64.  RI venography から見た下肢深部静脈血栓症

桂木　　誠　　西原　春實　　荒木　昭輝
竹吉　正文　　木村　浩二　　堀之内　信

西原雄之介 （聖マリア病院・画像診断部）

99mTc-MAA による RI ベノグラフィで静脈の狭窄や

途絶，側副路の形成がみられ，血栓症と診断しえた
156 例について review を行った．内訳は男性 51 名，
14–85 (平均 56 歳)， 女性 105 名 16–90 (平均 61 歳) で

あった．誘因として何らかの腫瘍疾患，脳血管障

害，妊娠などがあるが，約半数では誘因が明らかで
なかった．病変は 95 例で左側にあり，残りは右側や
両側性，また IVC に存在した．肺塞栓は 70 例に合併

していた．うち 13 例は無症候性であった．経過を
おって検査の行われた 100 例では 13 例を除き閉塞所
見が残存していた．いったん所見が発生すると消失

しにくいようである．RI ベノグラフィは静脈還流を
障害するような高度の血栓症の診断や観察に有用と
思われた．

65. 胃原発 malignant lymphoma のガリウムシンチ

所見
　

大塚　貴輝　　石丸純一郎　　水口　昌伸
工藤　　祥 （佐賀大・放）

治療前にガリウムシンチを施行した胃原発 malig-

nant lymphoma の症例 14 例についてガリウムシンチ

での集積の有無や程度を評価し，同所見と他の画像
所見 (上部消化管造影検査，CT) および組織型を対比
検討した．ガリウムシンチで異常集積を示した症例
は 9 例で，7 例が diffuse large B-cell lymphoma,  2 例が

MALT lymphoma (low grade type) であった．これらの
多くは上部消化管造影検査にて大きな隆起と潰瘍を
有していた．CT では全例に胃壁の肥厚が認められ

た．異常集積を示さない症例は 5 例で，全例 MALT

lymphoma (low grade type 3 例，hige grade type 2 例) で
あった．これらの多くは上部消化管造影検査にて粗

造な粘膜面，びらん，低い隆起を呈した．CT で病変
を指摘できた症例は 1 例のみであった．胃原発の ma-

lignant lymphoma は悪性度が高い病変ではガリウムシ

ンチにおいて高頻度に異常集積が認められ，かつそ
の程度も強くなる傾向があると考えられた．

66.   小児悪性腫瘍症例の化学療法後に認められる胸

腺へのガリウム集積について

御手洗和範　　小川　洋二　　林　　邦昭
（長崎大・放）

悪性リンパ腫をはじめとする小児悪性腫瘍の化学

療法終了後に，胸腺へのガリウム集積が一過性に認
められることは，よく知られている．その頻度，年
齢，集積の認められる期間などについて検討した．
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過去 10 年間に悪性腫瘍の評価のためにガリウムシン

チグラフィが行われた 20 歳未満の症例 132 例，のべ
320 回のシンチグラムを検討した．化学療法の終了後
1 年以内にシンチグラフィを行った 22 例中 10 例で

胸腺への集積を認めた．うち 6 例では経過観察のシン
チグラムで集積の消失が確認され，その年齢は 4 歳か
ら 12 歳であった．集積を認めたシンチグラフィと消

失を確認したシンチグラフィの間隔は 2 か月から 9  か
月であった．化学療法終了後のガリウムシンチグラ
フィでは胸腺への集積を比較的高頻度に認め，再発

と間違わないようにすることが重要である．

67. 甲状腺癌における 99mTc-tetrofosmin の集積とシ

グナル伝達系 (MAPK) との関連

馬場　健吉　　石橋　正敏　　甲斐田勇人

森田誠一郎　　早渕　尚文 （久留米大・放）
藤井　輝彦　　小池　健太 （同・外）

［目的］ 甲状腺癌における癌細胞の増殖動態を検索
する目的で 99mTc-MIBI の集積性と細胞増殖に強く関
与している細胞内シグナル伝達系の一つである
MAPK との関係を検討した．［対象］ 甲状腺癌で手術

を施行された 7 症例を対象とした．［方法］ 甲状腺癌
患者に 99mTc-tetrofosmin を 740 MBq 静注し，腫瘍へ
の集積を検討した．また，摘出された甲状腺癌組織

の免疫染色を行い MAPK のリン酸化を評価し，腫瘍
集積との関係を検討した．［結果］ 99mTc-tetrofosmin の
tumor/background 比が高いものほど MAPK のリン酸

化が陽性となる傾向が認められた．［結論］ 99mTc-

tetrofosmin の集積と MAPK との関連性を検討するこ
とで，甲状腺癌の発生機序や存在診断，増殖能の把

握に有用である可能性が示唆された．

68. 肺癌における 201Tl index と Microvessel density,

MIB-1 index の関連の検討

藤田　晴吾　　長町　茂樹　　西井　龍一

二見　繁美　　田村　正三 （宮崎大・放）
松崎　泰憲　　鬼塚　敏男 （同・二外）
畠山　金太　　浅田祐士郎 （同・一病理）

肺癌の生物学的性状の評価に 201Tl SPECT の定量指
標が有用である．今回，肺癌 70 例 (腺癌 40 例，扁平

上皮癌 30 例) に対し 201Tl SPECT 早期像 (10 分後)，

後期像 (180 分後) を撮像し，摂取指標と術後病理組
織像より得られた Microvessel density,  MIB-1 index と
の関連を検討した．201Tl SPECT の early ratio (ER) と

microvessel density,  retention index (RI) と MIB-1 index

の間に良好な相関を認めた．ER は，腫瘍の血管新生
と関連していることが示唆された．また，RI は肺癌

の生物学的性状の一指標である増殖能の推定に寄与
すると思われた．

69. 副腎癌術後肝転移巣への 131I-adosterol 集積を認

めた 1 例

立山　暁大　　土持　進作　　神宮司メグミ
中條　政敬　　馬場　康貴 （鹿児島大・放）

症例は 52 歳の女性．H14 年 12 月 24 日に左副腎腫
瘍摘出術が施行され，副腎皮質癌と診断された．術
前の 131I-adosterol シンチグラフィでは腫瘍の一部にわ

ずかな集積を認めるのみであった．H15 年 6 月の CT

で肝腫瘤が出現し，その後増大傾向を示したことか
ら肝転移が疑われ，10 月 9 日に肝動脈塞栓化学療法
(TACE) 目的にて当科入院となった．入院後の 131I-

adosterol シンチグラフィで肝転移巣への集積を認め
た．TACE を 3 回施行したが，肝転移の完全な制御は
できず，CT で viable と思われる部分が認められ，
131I-adosterol もこれら肝転移巣への集積は減弱してい
たが残存しており，CT 所見と一致した．副腎癌の転
移巣の診断と治療効果判定に 131I-adosterol シンチグラ

フィが有用であったと思われた症例を経験したの
で，文献的考察を含め報告する．

70. 乳癌センチネルリンパ節検出における至適放射

性薬剤・投与部位の検討

古賀　博文　　桑原　康雄　　阿部光一郎
馬場　真吾　　林　　和孝　　金子恒一郎
本田　　浩 （九州大・臨放）

佐々木雅之 （同・医・保健）

［目的］ 乳癌センチネルリンパ節の放射性薬剤・投

与部位の違いによる検出率を検討する．［対象］ 臨床
的にリンパ節転移のない乳癌 50 症例．［方法］ 放射性
薬剤 (99mTc-Sn コロイド：7 例，99mTc-HSAD：12 例，
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99mTc-フチン酸：31 例) 74～185 MBq を，腫瘍周囲

(20 例) または乳輪下 (30 例) に投与し，シンチグラ
フィおよびガンマプローブにより同定した．［結果］
シンチグラフィおよびガンマプローブによる同定率

は全体で 78%, 76% であり，Sn コロイド：29%, 14%,

HSAD：58%, 75%， フチン酸：97%, 90% であった．
部位別では，腫瘍周囲：50%, 55%, 乳輪下：97%,

90% であった．［結論］ 乳癌センチネルリンパ節の検
出において，放射性薬剤は 99mTc-フチン酸，投与部位
は乳輪下が優れていた．

71. 食道癌におけるセンチネルリンパシンチグラ

フィ：planar 像と SPECT 像の検討

中別府良昭　　中條　政敬 （鹿児島大・放）
上之園芳一　　衣裴　勝彦　　有上　貴明

愛甲　　孝 （同・消外）

食道癌患者におけるセンチネルリンパシンチグラ

フィの planar 像と SPECT 像のリンパ節描出能を検討
した．対象は食道癌患者 10 例で，手術前日に，99mTc-

Sn コロイド 185 MBq を内視鏡下病変部周囲に注入

し，1 時間後 2 検出器型ガンマカメラで注入部中心の
前後左右スポットデータと SPECT データを収集し
た．SPECT データはカウント処理後 MIP 像をモニ

ター上に表示し，planar 像と共に条件を変化させなが
ら，視覚的に集積の描出の有無を検討した．集積は A:

注入部位と分離して集積が認められるものと，B: 注入

部位と分離していないが結節様に突出しているものに
分類して評価した．A 集積 planar 20%， SPECT 40%，
B 集積 planar 10%,  SPECT 100% に認められた．SPECT

は食道癌におけるセンチネルリンパシンチグフィにお
いて，検出率を向上させると考えられた．


